
 



 

  

＜宗光寺＞小早川隆景が自身の親である毛利元就夫妻を弔うため新高山城内（本郷）に建てたものですが，三原城築城の際に城下の西側を守る砦も兼ね，  

  

     現在の地に移築されたと言われています。  



＜妙正寺＞三原城主浅野家の菩提寺として延宝２年（1674）東町米田山の麓に建立されました。しかし，当時の山陽道から墓が下に見えるという理由により      

わずか 20 年余りで現在の地に移されましたが，高台にあり，瀬戸内海の島々や遠く四国連山も見渡せるとても眺めの良い場所です。  

＜極楽寺＞江戸時代元文 7 年（1737）頃建立されました。向拝（こうはい）を設けない簡素な造りです。浄土宗の本堂は内陣を結界で仕切るのが一般的です

が，      極楽寺本堂のように結界そのものが残っているのは非常に珍しいそうです。  

     境内に併設された「青山コレクション達磨記念堂」には，約 7,000 個のだるまが納められており,日本一の規模を誇ります。普段は非公開であり,      見

学には予約が必要です。  

      



 



 

ご朱印可能 

印 

道の駅「みはら神明の里」 

みはら神明の里は，ファーストフードコー 

ナーが充実しておるぞ♪ 

「三原やっさタコのたこ焼き」や高校生が 

開発した「米粉のたこ焼き」が人気じゃ♪ 



＜糸碕神社＞「長井の浦」と呼ばれる風待ちの浦として万葉集にも詠まれており，境内の東側には貢井（みつぎい）または御調井と呼ばれる井戸があり，社

伝によれば神功（じんぐう）皇后が長井の浦に船を繋ぎこの井戸の水を求めたことにちなんでその水を長井の水と称し，その土地を長井の浦と

称すと伝えられています。神功皇后が軍船をつないだという「船つぎの松」の記念碑が残っています。長井の浦は井戸崎（いどさき）ともいい，

現地名の糸崎（いとさき）の由来とされています。また、かつての御調郡も当社の御調井が発祥であるといわれています。 



 



 



 



 


